
第１回地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）延伸協議会 まちづくり分科会 協議資料

内 容

１．浦和美園～岩槻地域のまちづくりについて

２．将来人口の推計について

資料２



１．浦和美園～岩槻地域のまちづくりについて

内 容

①浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの改定に向けた考え方について

②浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの位置付けと対象範囲について

③浦和美園～岩槻地域のまちづくり行程イメージについて

④浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの推進と成果について

⑤浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン ４３方策の評価について

⑥浦和美園～岩槻地域の現状と課題について

⑦埼玉スタジアム駅の常設化について

【参考１】中間駅周辺のまちづくり構想（コンセプト・開発パターン）について（平成２３年度調査）

【参考２】平成２９年度 浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの概要について



①浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの改定に向けた考え方について

1-1

⇒詳細は1-4

⇒詳細は
1-6～1-8



②浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの位置付けと対象範囲について
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② 浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの位置づけ

多機能
都心エリア

都市･田園交流エリア

都心 副都心 市街化区域

中心
市街地

みどりの
シンボル核

① 本市の東部地域の位置（対象範囲） ③ 成長・発展プランと既存計画との関係

東部地域

【みその都市デザイン方針（概要）】

・来訪者をもてなす環境と日常的な賑わい・交流を創出し副都心にふさ
わしい都市環境を形成する
・安心・安全で心地よい居住空間と交通環境ネットワークを整えながら
親しみやすい都市環境を形成する
・見沼田圃や綾瀬川水系につながる緑の回廊を形成しながら、安全・快
適で美しい街並みを誘導し、持続可能な都市環境を形成する

【岩槻まちづくりマスタープランのまちづくり方針】

・歴史・文化資源を保全し、まちの魅力向上を図る
・歴史・文化資源を活用し、都市型観光のまちづくりを進める
・歴史・文化資源の連携により、にぎわいの創出に努める

多核ネットワークの形成

２都心４副都心間の鉄道ネットワークの形成



③浦和美園～岩槻地域のまちづくり行程イメージについて

1-3

調査・研究



④浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの推進と成果について
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１．浦和美園駅周辺地区

岩槻南部新和西地区（H29.2事業完了）岩槻南部新和西地区（H29.2事業完了）

浦和東部第二地区（H29.2事業完了）浦和東部第二地区（H29.2事業完了）

大門下野田地区（施行中）大門下野田地区（施行中）

浦和東部第一地区（施行中）浦和東部第一地区（施行中）

中学校
（H31年度開校予定）

中学校
（H31年度開校予定）

小学校
（H31年度開校予定）

小学校
（H31年度開校予定）

３

５

４

浦和美園駅浦和美園駅

①都市基盤整備の進捗

（H24.4時点）

（H29.5時点）

②生活必要施設の一定程度の整備

③医療施設の誘致を推進中 ④民間・市民団体等の取組

浦和美園まつり＆花火大会（１０月） 都市デザイン協議会

ホームセンター（H25.12開業） 商業施設（H29.3開業） 認可保育所（６箇所開設）郵便局（H29.2開業）

医療施設（イメージ）

３ ５４

岩槻駅岩槻駅

２．岩槻駅周辺地区

３．中間駅周辺地区・延伸線全体

いわつきマルシェ in
目白大学（１０月）

①地域資源を活用したイベントの開催

①岩槻駅舎完成 ②（仮称）岩槻人形博物館の着工

③歴史・文化にちなんだイベントの開催

鷹狩り行列
（１１月）

人形のまち岩槻流しびな
（２月）

端午の節句（こいのぼりくぐり体験）
（５月）

重陽の節句（菊人形製作）
（１０月）

（H24.5時点）

岩槻駅舎(H29.3完成)

（H29.3時点）

H31年度開館予定

さいたマーチ
～見沼ツーデーウォーク～（３月）

南下新井コスモスまつり
（１０月）

１

２

（H28時点） 将来イメージ

複合公共施設（コミュ
ニティセンター、図書
館、支所等）
（H28.1完成）

銀 行
（ H29.11完成）

１

２

１
２

１ ２



⑤浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン ４３方策の評価について
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浦和美園～岩槻地域成長・発展
プラン４３方策の評価について

（第Ⅰ期）

平成２４年

～

平成２６年

（第Ⅱ期）

平成２７年

～

平成２９年

プラン推進の初期で

あることから、目に見

える成果がまだ現れ

てこなかった。

⇒基本的に

プランを継続

事業が進捗し、目に見え

る効果が現れてきた。

⇒プランに掲げる４３

方策について評価を

実施し次のステップへ

事業が進捗し、成長目標に
対する効果が得られた

今後事業を継続していくことで、
効果が得られる

成長・発展プランの推進

浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン４３方策の評価（丸数字は方策の分類番号）

地域の
情報発信

地域資源を
活用した交流

地域内移動
の確保

まちの
基盤整備

将来に向けた
検討

方策のマネジメント等

２６ イベントの開催、誘致（健康・
スポーツにちなんだイベント）

３８ 延伸線整備基金

３９ 地下鉄７号線延伸整備調査

４０ 地下鉄７号線延伸運営調査

４１ 浦和美園～岩槻地域成長・
発展推進会議

４２ 浦和美園～岩槻地域移動
実態調査

４３ ７号地域成長・延伸実現
マネジメント会議

３７ 地下鉄７号線延伸事業
化推進期成会

効果が得られたものと、今後
発現するものに分かれる

方策の分類 延伸線全体

２８ 施設誘致・整備施設の立地
を想定した開発可能性の検
討(市街化調整区域)

２９ イベントの開催、誘致

３５ 埼玉高速鉄道線沿線活性
化、交流促進

３６ 地域の情報発信・PR

３０ 観光機能の強化

３１ 見沼田圃を活用した交流

３２ 浦和美園から岩槻までの快速
バス運行

３３ 移動方策（バスなど）の充実

３４ 自転車ネットワークの検討

１

３

４

５

中間駅周辺地区

２３ 目白大学、目白クリニック
との連携

２４ 農業交流

２５ 施設誘致・整備

２７ 新駅設置に合わせたまち
づくり方策の検討

３

５

岩槻駅周辺地区

１６ 岩槻まちづくりアクションプラ
ンの推進

１７ 観光施策の推進体制の強化

１８ 人形文化・観光機能拠点の整備

１９ 岩槻駅西口土地区画整理事
業の促進

２０ 岩槻駅周辺環境整備

２１ 歴史・文化にちなんだイベン
トの開催

２２ 観光機能の強化

２

３

５

１５ 国際スポーツタウン構想の推進

１ ブランドイメージ戦略

２ 施設誘致・整備

３ 土地利用促進方策の推進

４ 浦和美園駅周辺 土地区画整
理事業の推進

５ 憩い空間の創出

６ 観光機能の強化 （散策ルート、観
光マップ、地場産販売、外国人観光客
誘致など）

７ イベント開催、誘致（埼玉スタジアム
２○○２活用、スポーツ・健康にちなん
だイベントなど）

８ パークアンドライドの検討

９ バス路線の変更

１０ アーバンデザインセンターみその
整備事業

１１ みその都市デザイン協議会

１２ 超小型モビリティの導入促進

１３ スマートホーム・コミュニティの普及

１４ 埼玉スタジアム駅設置に合
わせたまちづくり方策の検討

浦和美園駅周辺地区

１

２

３

４

５



⑥－１浦和美園駅周辺地区の現状と課題について

1-6

定住人口について

土地区画整理事業による基盤整備の推進と、戸建住宅、マンション建設等が促進され、
みそのウイングシティ内の定住人口は、９,０００人（平成２９年８月時点）を突破し、
１０歳未満および３０歳～４０歳代を中心に急増している。

１

浦和美園駅周辺地区の年代別人口比較（H23,H29年度)

若い世帯の定住が急速に進んでいることによる住民ニーズへの対応が
求められている。
一方、同年齢層の急速な増加は将来同時期にまちの高齢化（老朽化）
が生じる可能性があり、まちづくりの成長コントロールを行いながら長
期的な視点に立った持続可能なまちづくりの検討が求められる。

定住人口の急速な増加による地域間、世代間、住民間等によるコミュニ
ティ形成を図る必要がある。

③地域・世代・住民間をつなぐ地域コミュニティの形成

①将来を見据えた持続可能なまちづくり

商業環境について２

基盤整備の推進に伴い、土地利用が行われているが、特にまちの玄関と
なる駅前周辺の成熟により、賑わいを創出する必要がある。

駅周辺の賑わい施設や生活利便施設など、更なる商業・業務施設の充実
が求められている。
また、土地利用の進展に伴い、今後、地域ネットワーク強化のニーズの
高まりが想定される。現在の路線バスのサービス向上や多様な回遊性手段
の提供が必要である。

⑤更なる商業環境の充実と公共交通ネットワークの形成

④まちの賑わいの創出に向けた土地利用

埼玉スタジアム２〇〇２では、Ｊリーグ等の
試合が年間２１試合開催され、合計約７９万人
が訪れており、まちの賑わいにも寄与している。
しかし、サッカー観戦者へのアンケート調査で
は、浦和美園駅から埼玉スタジアム２〇〇２ま
での道路や歩行者空間を改善する意見が多く挙
げられている。

新旧住民等が協働しながら新たなイベントとして「日光御成道美園大門宿
まつり」や「浦和美園まつり＆花火大会」などを開催。浦和美園駅周辺地区
では年間約３０種類のイベント等が開催され、約３８万人が来訪している。

２０２０年の東京五輪の開催を控え来訪者の安全性、アクセス性、快適
性などの向上を図っていく必要がある。
また、地域資源を生かしたイベント等を開催し、地域の魅力発信と地域
内外の交流で更なるブランド力の向上を図る必要がある。

イベント開催について

スポーツ開催について

３

４
⑥地域資源を生かしたまちの創出

浦和美園駅周辺地域の居住者アン
ケートにおいて、住環境満足度の調査
では交通利便性については満足度が高
い。一方で、「買物・飲食」「医療」
に不満を抱えている人が多い結果と
なっている。

また、浦和美園駅周辺地区に立地す
る主な商業・業務系施設の事業者ヒア
リングによると、浦和美園に今後望む
ものとして、商圏人口の増加とともに、
バス等の公共交通の利便性の向上とい
う意見が多く挙げられた。

年代別の浦和美園周辺地区の住環境満足度（一部抜粋）

出典：浦和美園駅周辺地域の居住者アンケート結果より
（調査期間H29.9.29～H29.10.13、実施主体：さいたま市）
配布数：1,067通、回収：448通（H29.10.13時点）

浦和美園まつり

浦和美園駅から埼玉スタジアム２○○２
までの道路や歩行者空間に関する主な意見
・スタジアムまでの距離があるので
楽しみながら歩けるようにしてほしい
・急ぐ人とゆっくり歩く人のレーンを
分けてほしい 等

現 状 課 題

不 満 満 足

出典：地下鉄７号線延伸線基本計画 報告書「埼玉スタジアム来場者に対するアンケート調査」より
（調査期間H25.6.4～H25.10.27、実施主体：埼玉県、さいたま市共同）

先進的な新たなまちづくりの実践効果を全市に対して波及することが求
められている。

②まちづくり効果の波及

みそのウィングシティ内の定住人口の推移

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

（単位：人）

4,135

5,003 5,566

6,334

7,531

9,000
9,034

H23
年度

H25
年度

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29.8

目標値
を達成

出典：住民基本台帳

4,766
5,100

6,100

7,100

目標値
実績値

さいたま市平均年齢 43.6歳

出典：住民基本台帳

8,100

平成29年度：H29年8月時点
平成23年度：H24年1月時点



⑥－２岩槻駅周辺地区の現状と課題について
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岩槻駅周辺に数多くある歴史・文化的資源や新たな拠点となる「（仮称）
岩槻人形博物館」等を最大限活用し、情報発信力を含めた観光機能の強化に
より、国内外から多くの来訪者で賑わうまちづくりを図る必要がある。

まちへの愛着の醸成やアクティブなシニアの育成、また「住んでみたい」と
感じさせる取組が求められている。

歴史や文化等の岩槻の魅力を発信し、交流人口および定住人口の増加へと
つなげていく必要がある。

①将来を見据えた持続可能なまちづくり

③歴史・文化的資源を活かしたまちづくり

⑤「城下町や人形のまち岩槻」としての魅力発信

④公共交通ネットワークの充実

⑥定住者、訪問者に向けた新たな取組

観光地としての回遊性の向上及び高齢者や子育て世代等の交通弱者に対する方
策として、地域公共交通サービスを向上させる必要がある。

訪れた人に地域の魅力を感じさせる、古い街並みや地域資源として活用され
ている施設等を、どのように持続させていくかを検討する必要がある。
また、岩槻駅自由通路や駅舎等が街並みの更新の契機を作っていることから、
新旧の街並み形成の持続性を考慮したまちづくりが求められている。

岩槻駅周辺の人口については平成２２年より減少傾向が続いている。一方、高齢化率は増加傾向
にあり、さいたま市の高齢化率22.61％（平成29年9月1日時点）を上回っている。
また、平成２２年と平成２９年の年代別人口数を比較すると３９歳以下が減少し、７０歳以上が
増加している。

定住人口について１

現 状 課 題

人形製造事業所数及び岩槻郷土資料館等の入館者数の推移２

岩槻区の人形製造事業所数および従業者数は減少が続いており、平成１５年から約１０年間で半
減してしまっている。また、「岩槻郷土資料館」「岩槻藩遷喬館」の入館者数も減少している。

出典：さいたま市統計書（平成28年版） 出典：さいたま市統計書（平成28年版）

岩槻駅周辺地区では、歴史・文化にちなんだイベント等が年間約２０種類開催されており、
約４７万人が来訪している。
また、地域活動としてまちづくりに係るＮＰＯ団体をはじめ各種団体が多く、その活動の
幅も広がっており、地域おこしのため、年間を通した新たなイベントの開催などの取組が行
われている。

イベント開催について３

②地域コミュニティの形成

自治会組織や地域住民による各種団体の活動による地域コミュニティの形成
を図るため、情報の共有や支援などを行うことが求められている。

岩槻区の人形製造事業所数及び従業者数の推移 岩槻郷土資料館・岩槻藩遷喬館の入館者数の推移

岩槻駅周辺（2ｋｍ）の
人口及び高齢化率推移（H19～H29年度）

出典：町（丁）字別人口調査（埼玉県HP）

人口（人） 高齢化率（％）

高齢化率

人口

岩槻駅周辺（２ｋｍ）地区の年代別人口比較（H23,H29年度)

出典：町（丁）字別人口調査（埼玉県HP）
平成29年度,平成23年度ともに1月時点



⑥－３浦和美園～岩槻地域の現状と課題について （中間駅周辺地区）
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現 状 課 題

・平成２３年度の地下鉄７号線延伸検討委員会に提案

⇒中間駅のまちづくり（コンセプト・開発パターン）

を６案提案

地域資源を活用したイベント等の開催

将来のまちづくりに向けた検討

②地域資源の活用強化

浦和美園および岩槻の２つの副都心間の中継する拠
点として、現時点では、自然と共生し、地域資源の活
用により交流を生み出している。また、台地部には屋
敷林や斜面林、歴史的寺社仏閣が点在し、地域文化を
発信している。

地域資源 現在の取組

①将来のまちづくりの検討
浦和美園までの鉄道と路線バス

自然環境

歴史的観光資源

目白大学

１

２

３

４

田園風景、屋敷林、斜面林等

寺社仏閣、無形文化財等

目白大学、耳鼻学研究所クリニック

大学と連携したイベントや講座等の開催

目白大学における公開講座等の開催や、学園祭と連動
し、地域連携事業として「いわつきマルシェ」の開催や地元
ＮＰＯ団体と学生の交流が「目白大学ＳＰＩＳ事業」を通して
「やまぶきまつり」への参加など地域交流が行われている。

今後の社会情勢などを考慮し、新駅設置
と段階的なまちづくりについて調査、研究
することが必要である。

地域協働を推進し、地域資源を生かし、使い
こなし、付加価値の創造が求められている。

③大学との連携強化

さいたま市との包括協定を基にさらなる連携
強化が求められている。

国指定史跡 真福寺貝塚
（出典：さいたま市HP）

目白大学 目白大学クリニック

見沼田んぼ 桜回廊

埼玉高速鉄道

※目白大学SPIS事業とは、学生の夢の実現のチャレンジを目的
に学生の生活費の一部を大学がサポートし、地域との連携を推
進する事業。 （Students Project Incentive Scholarship）

国指定 重要無形民俗文化財
岩槻の古式土俵入り
（出典：さいたま市HP）

快速バス



埼玉スタジアム2002

現行の延伸計画では、埼玉スタジアム駅は試合開催時のみ開設する臨時駅である。
みそのウィングシティのまちづくりの進展と埼玉スタジアム周辺エリアの交通利便性向上を鑑み常設化の検討を行う必要がある。

埼玉スタジアム2002とバス路線の関係位置図

常設化の効果 常設化の留意事項

○ みそのウィングシティの南北軸形成
○ まちの核となる結節点の形成
○ 交通空白地域の解消による新規需要の発掘
○ 周辺の学校への通学利便性向上
○ バス事業との連携による新たな顧客の確保

● 停車時分による速達性の低下
● 事業採算性への影響
● 建設費（追加費用約２億円）
● 運営費の増加（年間約１億３千万円）

浦和美園

岩 槻

中間駅

埼玉スタジアム駅

埼玉スタジアム駅のイメージパース

区画整理事業
施行完了地区

浦和美園

岩槻方面

埼玉スタジアム2002

私立高校

公立高校

⑦埼玉スタジアム駅の常設化について
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生徒数
公立高校・・・約980人
私立高校・・・約2,800人

（各高校ＨＰより）

住宅建築が進む埼玉スタジアム周辺

半径1km



中間駅周辺のまちづくり構想（コンセプト・開発パターン）について（平成23年度調査） 【参考１】
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平成２９年度 浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの概要について 【参考２】
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２．将来人口の推計について

内 容

①需要予測について

②需要予測の前提条件について

③さいたま市将来人口の推計方法について

④浦和美園地区の人口定着とビルドアップ曲線について



【需要予測フロー】

●需要予測：将来鉄道が整備された場合に何人が鉄道を利用するかを予測

２人口フレームの設定
将来人口設定

分析を行う単位地域（ゾーン）別の将来人口を設定
夜間人口、就業人口、従業人口、就学人口、従学人口、昼間人口を推計

①需要予測について
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Ｈ２９年度地下鉄７号線延伸協議会

予測対象年次 Ｈ４２（２０３０年）

基礎データ（人口） Ｈ２７国勢調査、Ｈ２６経済センサス

基礎データ（OD） Ｈ２７国勢調査、Ｈ２０ＰＴ調査

将来人口フレーム（都道府県） Ｈ２５．３ 社人研推計値

市町村別人口推計
Ｈ２５．３ 社人研推計値

さいたま市総合振興計画後期基本計画

将来就業人口 交政審と同様

将来従業人口 集中継続ケース

開発人口

沿線開発 明確な建築計画は見込む

東京都 既存資料「東京大改造マップ２０２０」等から設定

大規模
商業施設

来店者数 平均来店者３３．４千人、従業者２３００人

分布・機関分担 Ｈ２５来店者・従業者調査より

沿線大学
教員・学生数
分布・機関分担

沿線大学等の移動実態調査より

埼玉
スタジアム

試合数 国際試合２試合、Ｊリーグ２１試合

平均来場者数 １０年平均

分布 埼玉スタジアム来場者アンケート（Ｈ２５）

機関分担
埼玉スタジアム来場者アンケート（Ｈ２５）を

ＳＲデータで補正

鉄道
ネットワーク

路線網 Ｈ２９ネットワーク＋事業中路線

運行本数
朝ピーク：８本/h、オフピーク：５本/h

夕ピーク：８本/h

岩槻駅乗換 上下移動：1.8分、水平移動：1.0分

運賃 消費税10％、ＳＲ線学生定期割引を反映

需要予測
モデル

機関分担 新モデル

鉄道経路配分 新モデル

アクセス 新モデル

埼玉スタジアム 埼玉スタジアム来場者アンケート（Ｈ２５）

基礎情報

ゾーニング 交政審のゾーンをもとに沿線を細分化

目的区分 10区分

年齢階層 性別年齢階層別（段階によって異なる）

需要予測等
結果

需要予測（千人/日） －

採算性 －

B/C －

答
申
準
拠
ケ
ー
ス

答申準拠ケースの定義
地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）延伸について国の第１９８号
答申に伴う分析手法に準拠し、地域特性について考慮し、需要
予測、Ｂ／Ｃ、採算性を試算するケース。

今後、国の調査や地域特性などの状況（データ）の変化につ
いては更新するものとする。

答申について
・国は東京圏における今後の都市鉄道のあり方について概ね
１５年後（平成４２年（２０３０年）頃）を念頭に地下鉄、民鉄及
びＪＲ在来線などの鉄軌道を対象に答申（平成２８年４月）に
まとめた。
・分析は「鉄道需要分析に関するテクニカルレポート」
（平成２８年７月）に基づき実施した。
・複数のプロジェクト（路線）を統一の基準で相対的に分析を
行ったことにより、地域特性は考慮されていない。

市町村別将来人口の推計
さいたま市については、
さいたま市総合振興計画基本計画将来推計値を
補正して採用

②需要予測の前提条件について
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千人

1,222 

1,245 1,249 
1,241 

1,223 

1,199 

1,168 

1,249 
1,256 1,260 

1,256 
1,244 

1,224 

1,264 

1,201 
1,210 1,207 

1,194 

1,172 

1,142 

1,080

1,100

1,120

1,140

1,160

1,180

1,200

1,220

1,240

1,260

1,280

H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

H25.3社人研推計値

さいたま市総合振興計画

後期基本計画

国勢調査実績値

H20.12社人研推計値(H23調査値)

（千人）
差分15,000人を将来にわたり上乗せ（さいたま市）

1,271 1,275 1,271
1,259

1,239 今年度需要予測採用値

■将来人口の推計方法
・さいたま市における将来人口は、総合振興計画後期基本計画における推計値を基本とする。
・ただし、同推計値における平成27年値を、平成27年の国勢調査実績値が上回っているため、その差分を将来推計値に上乗せする。
・さいたま市の区別人口についても、同じ考え方により総合振興計画推計値の補正を行う。
・その数値を今年度実施する需要予測に使用する。

表 緑区・岩槻区・見沼区の将来人口推計

表 さいたま市の将来人口推計

《延伸線のさいたま市内の行政区》

見沼区

岩槻区

緑区110

113

115 116 117
116 115110

117 119 120 121 120 119
111

110 108
105

101
95

90

111

110 108
105 101

95
90

157 159 158 157 154
150

145

157
162 161 160 157

153
148

80

90

100

110

120

130

140

150

160

170

H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

見沼区（採用値）

見沼区（総振）

緑区（採用値）

緑区（総振）

岩槻区（採用値）

岩槻区（総振）

2010 2015                 2020                   2025                  2030                  2035                 2040
H22 H27                   H32                    H37                   H42                    H47                  H52      

国勢調査実績値

蓮田駅

岩槻駅

浦和美園駅

今年度需要予測採用値

国勢調査実績値

さいたま市総合振興計画後期基本計画推計値

H25.3社人研推計値（H28答申採用値）

H20.12社人研推計値

2010 2015                2020                  2025                    2030                 2035              2040
H22 H27                   H32                   H37                      H42                   H47                H52      

③さいたま市将来人口の推計方法について
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差分3,000人を将来にわたり上乗せ（見沼区）

差分4,000人を将来にわたり上乗せ（緑区）



ビルドアップ曲線：開発開始後の経過年次と開発の進捗度（＝進捗率）との関係を示す曲線

将来人口の定着が過去の同規模の開発地域と同様に進捗するという仮定のもと、実績データ をもとにビルドアップ曲線を推計

し、当曲線を用い将来人口を推計する。

※1

注2）小規模開発タイプについては、複数の類似した開発地域
の実績データに基づき、パラメータ推定を行った。

※１ 実績データ
過去の同規模の開発地域として、
・北竜台地区のビルドアップ曲線【中規模】（100ha～500ha）
・小規模開発のビルドアップ曲線【小規模】（100ha未満）
と同様に開発が進捗すると仮定し、浦和美園周辺のビルド
アップ曲線を推計する。

注1）中規模開発については、規模によって進捗が異なると
考えられるため、300ha未満は北竜台地区、300ha以上
は竜ヶ崎ﾆｭｰﾀｳﾝのビルドアップ曲線を適用することとする。

④浦和美園地区の人口定着とビルドアップ曲線について
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ビルドアップ推計値

実績値

浦和美園周辺の開発計画 位置図

地区名 施工面積 計画人口

浦和東部第一地区 55.9ha 5,500人

浦和東部第二地区 183.2ha 18,300人

岩槻南部新和西地区 73.8ha 7,400人

合計 312.9ha 31,200人

岩槻南部新和西地区

浦和東部第二地区

浦和東部第一地区

【小規模】

【中規模】


